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Children First の子ども行政の在り方勉強会

国立成育医療研究センターもみじの家
ハウスマネージャー内多勝康
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教育を受ける権利が
平等に保障されていない！



2019.8.1（小学５年生の時）
東京都教育長に要望書提出

「学校に行ってお友達と同じように
勉強したり遊んだりしたいです。
私を学校に行かせてください。」

⇨
2019.9.9 都議会での教育長答弁

「看護師を校内における人工呼吸器
管理の実施者とする規定改正を行
い、対象の児童生徒一人ひとりの
状況に応じて、来年度から保護者
の付き添いなく学校生活を送るこ
とができるよう校内管理体制を整
えて参ります。」



・小学６年生

・週２回のみ付添いなしで通学
（週１回は、リモート授業）

・通学できない日は「欠席扱い」

＜毎日通学できない理由＞

・マンパワー不足

＜萌々華さんの現状＞
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障害者権利条約第 24 条教育

▷締約国は、教育についての障害者の権利を
認める。締約国は、この権利を差別なしに、
かつ、機会の均等を基礎として実現するた
め、障害者を包容するあらゆる段階の教育
制度及び生涯学習を確保する。



成育医療等基本方針（素案）

▷医療的ケア児等が保健、医療、障害福祉、
保育、教育等の支援を円滑に受けることが
できるようにするなど、各関連分野が共通
の理解に基づき協働する包括的な支援体制
の構築を図る。

（２０２０．１０．３０／厚生労働省HPより）



医療的ケア児支援法案（仮称）

▷国及び地方公共団体は、医療的ケア児に対する
教育を行う学校に対する支援等の措置を講ずる

▷学校の設置者は、医療的ケア児が保護者の付添
いがなくても適切な医療的ケアを受けられるよ
うにするため、看護師の配置等の措置を講ずる

▷政府は、この法律の目的を達成するため、必
要な法制上又は財政上の措置を講じなければ
ならない

（2020.10.30 永田町子ども未来会議にて公表）



国会議員の
みなさんへ

ももかより


